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「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」は
、2
0
0
9

年
10
月
8
日
〜
12
日
の
5
日
間
、
チ
ェ
コ

共
和
国
ブ
ル
ゼ
ニ
ュ
市
で
開
催
さ
れ
た

『
リ
ブ
コ
ム
ア
ワ
ー
ド
2
0
0
9
』
に
お

い
て「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
」のBuilt

部
門
で

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

賞
で
の
金
賞
受
賞
は
日
本
で
初
め
て
で
す
。

当
機
構
は
昨
年
の「
多
摩
平
の
森
」の
銀

賞
に
引
き
続
い
て
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
U
R
都
市
機
構
は
、「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ

ン 

〜
環
境
共
生
を
先
導
す
る
ま
ち
づ
く

り
〜
」
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
に
応

募
し
、
8
月
に
一
次
論
文
審
査
を
通
過
し

ま
し
た
。
10
月
8
日
か
ら
12
日
ま
で
国
連

環
境
計
画
（
U
N
E
P
）
の
支
援
を
受
け

て
開
催
さ
れ
た
最
終
審
査
会
に
お
い
て
、

「
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
に
よ
る
安

心
安
全
ま
ち
づ
く
り
」「
C
O
2
排
出
量
削

減
を
目
指
す
環
境
に
配
慮
し
た
実
践
」「
水

辺
の
健
康
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
提
供
」
に

つ
い
て
、
活
動
や
取
り
組
み
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

当
機
構
の
役
割
を
、
審
査
の
評
価
項
目
に

沿
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。

　
施
行
者
で
あ
る
機
構
と

民
間
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

住
民
や
地
域
の
市
民
団
体

そ
し
て
地
方
自
治
体
が
連

携
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
質
の
高

い
生
活
環
境
を
実
現
し
て

い
る
こ
と
に
高
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

編集後記

1881年頃に建築され、一時
アメリカ領事館にもなった貴
重な商館。大震災で全壊した
が再建され、現在はカフェ・
レストランとなっている。

居留地十五番館
（兵庫県神戸市中央区）

「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」

  

リ
ブ
コ
ム
ア
ワ
ー
ド
2
0
0
9 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞 

金
賞
を
受
賞

　今号のテーマは「安全・安心のまちづく

り」です。日本を震撼させたあの阪神・淡路

大震災から15年が経ちました。当時、地元神

戸新聞で編集委員をされていた上羽慶市さん

をお招きして、改めてあの日を振り返り、そ

こから得られた教訓とは何だったのか、安

全・安心のまちとはどういうものなのかにつ

いて、思いを語っていただきました。

　ＵＲ都市機構においても、阪神・淡路大震

災で得たノウハウは、その後の福岡県西方沖

地震や新潟県中越沖地震の被災地支援で活か

されています。また、災害に強いまちを作る

ため、密集市街地の改善や防災公園の整備な

どにも取り組んでいます。それらについても

誌面でご紹介していますので、ご覧いただけ

れば幸いです。

　新しい一年もＵＲ都市機構に変わらぬご理

解とご支援をいただきますよう、お願い申し

上げます。
 

東
雲
キ
ャ
ナ
ル
コ
ー
ト
情
報
サ
イ
ト

「
シ
ノ
ノ
メ
ス
タ
イ
ル
」

 
　
　
　 

随
時
更
新
中
！

　
東
雲
キ
ャ
ナ
ル
コ
ー
ト
地
区
の
専
門
情
報
サ

イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
地
区
内
の
お
店
ガ
イ
ド
や
施
設
情
報
の
ほ
か
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
地
区
内
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
や
当
日
の
様
子
な
ど
も
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

フリーマーケットの賑わい

『
歴
史
文
化
を
活
か
し
た

  

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

　
　 

　 

を
開
催
し
ま
し
た

パネルディスカッションの様子

　
2
0
0
9
年
11
月
17
日（
火
）、横
浜
市
開
港
記
念

会
館
に
お
い
て
、『
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』を
開
催
し
ま
し
た
。西
村
幸
夫
氏
の

基
調
講
演「
地
域
活
性
化
に

歴
史
文
化
を
活
か
す
！
」や
、

「
地
域
活
性
化
へ
の
多
様
性

を
探
る
！
」を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
5
回
都
市
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
都
市
・
活
か
す
チ
カ
ラ
』

　
　
　  

を
開
催
し
ま
し
た

　
2
0
0
9
年
12
月
2
日
（
水
）
、

晴
海
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア
第
一
生
命

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
5
回
都
市
再

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
都
市
・
活
か
す
チ

カ
ラ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
黒
川
和

美
氏
の
基
調
講
演
「
都
市
の
固
定
概
念

を
打
ち
破
る
〜
視
点
を
変
え
る
と
都
市

が
変
わ
る
〜
」
や
実
務
家
を
交
え
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

都
市
の
自
立
的
・
持
続
的
な
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

西村 幸夫氏

表彰式での機構代表団とリブコムアワード審査員

金賞受賞の賞状

リブコムアワード（The LivCom Awards）とはリブコムアワード（The LivCom Awards）とは

　リブコムアワード（The International Awards for 
Liveable Communities）は、「環境に配慮した住み
よいまちづくり国際賞」として、優れた実績をあげた
自治体などに与えられる唯一の国際的表彰制度です。
国連環境計画の承認を受け、1997年にスタートして
今回で13回目の開催となります。Whole City Awards
（都市賞）、Environmentally Sustainable Project 
Awards（プロジェクト賞）および、受賞プロジェク
トに1万ポンドが授与されるBursary Awards（助成金
賞）の3つの賞で構成されています。

　プロジェクト賞の目的は、持続可能性と環境意識
を示す革新的なプロジェクトの評価にあり、その評
価項目は以下の6つとなっています。

審査の評価項目

越谷レイクタウン地区の事業概要
事業名称：越谷都市計画事業 越谷レイクタウン特定土地区画整理事業
施行者：独立行政法人都市再生機構
所在地：埼玉県越谷市相模町、大成町、川柳町、東町の各一部
施行面積：約225.6ha
事業年度：平成11年度～平成25年度（清算期間5年を除く）
総事業費：約897億円　　計画戸数：約7,000戸
計画人口：約22,400人（人口密度 約100人/ha）

フォーラムに関する報告を掲載しています。

http://www.ur-net.go.jp/urbandesign/interview9.html

歴史文化を活かした街づくりに関する、
西村氏のインタビューを掲載しています。

［国重要文化財］

法政大学大学院
政策創造研究科 教授

東京大学
先端科学技術
研究センター 教授

（（株）ノザワ所有）

UR  レイクタウン

http://www.ur-net.go.jp/ur-stage/html/area/klt/index.html


